
実　技　試　験

☆☆☆解答に当たっての注意事項☆☆☆

・ 試験問題については、特に指示のない限り、平成２４年１０月１日現在

施行の法令等に基づいて解答してください。ただし、東日本大震災の被災

者等に係る国税・地方税関係の臨時特例等の各種特例および復興特別法人

税・復興特別所得税・個人住民税の均等割加算については、特に指示のな

い限り、考慮しないものとします。

・ 次の各問について答えを１つ選び、その番号を解答用紙にマークしてくだ

さい。

平成２5年１月
３級ファイナンシャル・プランニング技能検定　実技試験

資産設計提案業務（FP協会）
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【第１問】下記の（問１）、（問２）について解答しなさい。

問１

　ファイナンシャル・プランニング業務を行うに当たっては、関連業法を順守することが重要である。

ファイナンシャル・プランナー（以下「ＦＰ」という）の行為に関する次の記述のうち、最も不適切な

ものはどれか。

１．社会保険労務士資格を有していないＦＰが、顧客の持参した資料を基に公的年金の受給見込み額を

計算した。

２．生命保険募集人登録をしていないＦＰが、顧客の保険証券を見ながら生命保険契約の内容について

説明をした。

３．弁護士資格を有していないＦＰが、報酬を得る目的で、遺産分割で争っている顧客の代理人となっ

て、遺産分割交渉を行った。
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問２

　下記は、浅元さんの家庭のキャッシュフロー表（一部抜粋）である。このキャッシュフロー表に関す

る次の記述のうち、最も適切なものはどれか。なお、計算に当たっては、キャッシュフロー表中に記載

の整数を使用することとし、計算結果は万円未満を四捨五入することとする。

＜浅元家のキャッシュフロー表＞ （単位：万円）

経過年数 現在 １年 ２年 ３年

西暦（年） ２０１２ ２０１３ ２０１４ ２０１５

平成（年） ２４ ２５ ２６ ２７

　浅元　紘一 本人 ３６歳 ３７歳 ３８歳 ３９歳

　　　　優菜 妻 ３２歳 ３３歳 ３４歳 ３５歳

　　　　奈津 長女 　８歳 　９歳 １０歳 １１歳

家
族
・
年
齢　　　　雄哉 長男 　６歳 　７歳 　８歳 　９歳

ライフイベント
変動率

雄哉

小学校入学
住宅取得

給与収入（夫） － ４８０ ４８０ ４８０ ４８０

給与収入（妻） － ８４ ８４ ８４ ８４収
入

収入合計 － ５６４ ５６４ ５６４ ５６４

基本生活費 １％ ２７６ （　ア　）

住宅関連費 － ８４ １０３ １０３

教育費 － ２５

保険料 － ３８ ３８

一時的支出 －

その他支出 － ２５

支
出

支出合計 － ５０２

年間収支 － ６１ ▲１,５８４ （　イ　）

金融資産残高 １％ １,８７５ （　ウ　）

※年齢は各年１２月３１日現在のものとし、平成２４年を基準年とする。

※記載されている数値は正しいものとする。

※問題作成の都合上、一部空欄にしてある。

１．空欄（ア）に入る数値とその求め方：「２７６×（１＋０.０１)３＝２８４」

２．空欄（イ）に入る数値とその求め方：「５０２－５６４＝▲６２」

３．空欄（ウ）に入る数値とその求め方：「１,８７５×（１＋０.０１）＋６１＝１,９５５」
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【第２問】下記の（問３）、（問４）について解答しなさい。

問３

　下記は、経済用語についてまとめた表である。下表の経済用語に関する次の記述のうち、最も不適切

なものはどれか。

経済用語 主な内容

（　ア　）
家計が購入する商品やサービスの価格変動を表した指数のことで、総務省が発表

している。

（　イ　）
金融部門から経済全体に供給されている通貨の総量のことで、日本銀行が発表し

ている。

（　ウ　）
一定期間に国内で生み出された財やサービスなどの付加価値の総額のことで、内

閣府が発表している。

１．空欄（ア）に入る用語は、「景気動向指数」である。

２．空欄（イ）に入る用語は、「マネーストック」である。

３．空欄（ウ）に入る用語は、「国内総生産（ＧＤＰ）」である。

問４

　下記＜資料＞に基づく株式の評価尺度に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

＜資料＞

株価 １,８００円

１株当たり利益 ９０円

１株当たり純資産 １,０００円

１株当たり年間配当金 ４５円

１．株価収益率（ＰＥＲ）は、「９０円÷１,８００円＝０.０５（倍）」である。

２．株価純資産倍率（ＰＢＲ）は、「１,８００円÷１,０００円＝１.８（倍）」である。

３．配当利回りは、「４５円÷１,８００円×１００＝２.５（％）」である。
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【第３問】下記の（問５）、（問６）について解答しなさい。

問５

　下記＜資料＞に基づき、居住用の土地建物等（購入してから売却するまで居住の用に供していた）を

譲渡した場合の譲渡所得に係る所得税額として、正しいものはどれか。なお、この譲渡は国や地方公共

団体等へのものではなく、収用交換によるものでもない。また、＜資料＞に記載のない条件については

一切考慮しないこととする。

＜資料＞

・ 購入日：平成１６年　７月２５日

・ 売却日：平成２４年１１月３０日

・ 課税譲渡所得金額：３００万円（３,０００万円特別控除後の金額）

［土地建物等に係る税率］

課税短期譲渡所得に対する税率 ３０％

課税長期譲渡所得に対する税率 １５％

１０年超所有の居住用財産の軽減税率 １０％

１．　９０万円

２．　４５万円

３．　３０万円
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問６

　建築基準法に基づき、下記＜資料＞の土地に建築物を建築する場合、この土地に対する建築物の建築

面積の最高限度（計算式を含む）として、正しいものどれか。なお、記載のない条件については一切考

慮しないこととする。

＜資料＞

・ 第１種住居地域

・ 指定建ぺい率　６０％

・ 指定容積率　３００％

・ 前面道路の幅員に対する法定乗数

　　　　　　　 ４／１０

２００ｍ2１０ｍ

５ｍ道路（市道）

２０ｍ

１．　２００ｍ2×３００％＝６００ｍ2

２．　２００ｍ2×（５ｍ×４／１０）＝４００ｍ2

３．　２００ｍ2×６０％＝１２０ｍ2
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【第４問】下記の（問７）～（問１０）について解答しなさい。

問７

　宇野幸一さんが加入している生命保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の空欄（ア）

にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険契約は有効に継続しているものとし、幸一

さんはこれまでに＜資料＞の保険から保険金および給付金を一度も受け取っていないものとする。

＜資料＞

保険証券記号番号 定期保険特約付終身保険

○○△△××□□

保険契約者 宇野　幸一　様 保険契約者印

被保険者
宇野　幸一　様

契約年齢　３５歳　男性

受取人
（死亡保険金）

宇野　優希菜　様（妻）

受取割合

１０割

◯宇野

◇契約日（保険期間の始期）

２０１０年１２月１５日

◇主契約の保険期間

終身

◇主契約の保険料払込期間

６０歳払込満了

◆ご契約内容 ◆お払込みいただく合計保険料

毎回　××,×××円／月

［保険料払込方法（回数）］団体月払い

◇社員配当金支払方法

利息をつけて積立

◇特約の払込期間および保険期間

１０年

終身保険金額（主契約保険金額） ５００万円

定期保険特約保険金額 １,２００万円

特定疾病保障定期保険特約保険金額 ２００万円

傷害特約保険金額 １００万円

災害入院特約［本人・妻型］　入院５日目から　日額 ５,０００円

疾病入院特約［本人・妻型］　入院５日目から　日額 ５,０００円

不慮の事故や疾病により所定の手術を受けた場合、手術の種類に

応じて（入院給付金日額の１０倍・２０倍・４０倍）手術給付金

を支払います。

成人病入院特約　　　　　　　入院５日目から　日額 ５,０００円

リビングニーズ特約

※妻の場合は、本人の給付金の６割の日額となります。

宇野幸一さんが、平成２４年中に交通事故で死亡（即死）した場合に支払われる死亡保険金は、合

計（　ア　）である。

１．　２,０００万円

２．　１,８００万円

３．　　 ８００万円
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問８

　布施優子さんが加入している医療保険（下記＜資料＞参照）の保障内容に関する次の記述の空欄（ア）

にあてはまる金額として、正しいものはどれか。なお、保険契約は有効に継続しているものとし、優子

さんはこれまでに＜資料＞の保険から保険金および給付金を一度も受け取っていないものとする。

＜資料＞

保険種類　　終身医療保険 保険証券記号番号　△△△－××××

保険契約者 布施　優子　様

被保険者
布施　優子　様

契約年齢　３０歳　女性

ご印鑑

◯布施

受取人

〔給付金受取人〕被保険者　様

〔死亡保険金受取人〕布施　康孝　様

＊保険契約者との続柄：夫

◆契約日

２０１１年２月９日

◆主契約の保険期間

終身

◆主契約の保険料払込期間

６０歳払込満了

■ご契約内容

給付金・保険金の内容 給付金額・保険金額 保険期間

入院給付金 日額　　７,０００円

＊病気やケガで１日以上継続入院のとき、入院開始日からその

日を含めて１日目から支払います。

＊同一事由の１回の入院給付金支払い限度は６０日、通算して

１,０００日となります。

手術給付金 給付金額　　入院給付金日額×１０・２０・４０倍

＊所定の手術を受けた場合、手術の種類に応じて（入院給付金

日額の１０倍・２０倍・４０倍）手術給付金を支払います。

死亡・高度障害保険金 １,０００,０００円

＊死亡または所定の高度障害状態となった場合に支払います。

終身

■保険料の内容 ■その他付加されている特約・特則等

払込保険料合計　　　　　×,×××円／月

払込方法（回数）：年１２回

払込期月　　　 ：毎月

保険料口座振替特約

＊以下余白

布施優子さんが、平成２４年中にガン（悪性新生物）と診断され、その後２０日間入院し、給付倍

率１０倍の手術（１回）を受けた場合、支払われる給付金は、合計（　ア　）である。

１．　　７万円

２．　１４万円

３．　２１万円
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問９

　川田勉さんは、平成２４年１０月２２日に病気のため死亡した。妻の華子さんが受け取った死亡保険

金が下記＜資料＞のとおりである場合、この死亡保険金に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

＜資料＞

保険種類
保険料

払込方法

保険契約者

（保険料負担者）
被保険者

死亡保険金

受取人
死亡保険金額

定期保険特約付

終身保険
月払い 川田勉 川田勉 川田華子 ２,２００万円

養老保険 年払い 川田華子 川田勉 川田華子 ５００万円

１．定期保険特約付終身保険からの保険金２,２００万円が相続税の対象となる。

２．定期保険特約付終身保険からの保険金２,２００万円と養老保険からの保険金５００万円を合わせ

た保険金２,７００万円が相続税の対象となる。

３．養老保険からの保険金５００万円が相続税の対象となる。

問１０

　川野五郎さんが契約している普通傷害保険の主な内容は、下記＜資料＞のとおりである。次の１～３

のケース（該当者は川野五郎さんである）のうち、保険金の支払い対象となるケースはどれか。なお、

１～３のケースはいずれも保険期間中に発生したものである。また、＜資料＞に記載のない事項につい

ては一切考慮しないこととする。

＜資料＞

保険契約 普通傷害保険

保険期間 １年間

保険契約者 川野五郎

被保険者 川野五郎

死亡・後遺障害保険金額 ５,０００万円

入院保険金日額 ５,０００円

通院保険金日額 ３,０００円

※特約は付帯されていない。

１．寿司屋で食べた料理が原因で、細菌性食中毒を起こして入院した。

２．地震により倒れてきたタンスの下敷きになり、足を骨折して通院した。

３．休日に行ったサッカーの試合中に相手選手と交錯し、足首を捻挫して通院した。
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【第５問】下記の（問１１）、（問１２）について解答しなさい。

問１１

　株式会社ＴＥに勤務する会社員の長岡雅夫さんは、平成２４年中に下記＜資料＞の医療費等を支払っ

た。長岡さんの平成２４年分の所得税の確定申告における医療費控除の対象となる支出額（合計額）と

して、正しいものはどれか。なお、支払った医療費は、すべて長岡さんおよび生計を一にする妻のため

に支払ったものであり、保険金等で補てんされた金額はない。

＜資料＞

・ 人間ドックに要した費用（重大な疾病は発見されていない）　３０,０００円

・ 虫歯の治療費 　６０,０００円

・ 骨折の治療費 　８０,０００円

・ 通常のソフトコンタクトレンズ（近視用）の購入費用 　２０,０００円

１．　１４０,０００円

２．　１７０,０００円

３．　１９０,０００円

問１２

　株式会社ＬＭに勤務する会社員の佐野秀雄さんは、平成２４年中にマンションを購入して直ちに居住

の用に供した。佐野さんは、住宅借入金等特別控除（以下「住宅ローン控除」という）の適用を受けた

いと考えており、ＦＰの北村さんに相談した。北村さんが行った住宅ローン控除に関する次の説明のう

ち、最も不適切なものはどれか。なお、購入したマンションは、認定長期優良住宅等には該当しない。

１．「平成２４年分の住宅ローン控除の控除額は、借入金等の年末残高（限度額３,０００万円）に対し

て１.０％を乗じた額です。」

２．「住宅ローン控除の適用を受けようとする場合は、会社員（給与所得者）であっても、毎年、確定

申告を行わなければなりません。」

３．「住宅ローン控除の適用対象となる住宅の床面積は、５０ｍ2以上とされています。」
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【第６問】下記の（問１３）、（問１４）について解答しなさい。

問１３

　平成２４年１２月１０日に相続が開始された五十嵐昌彦さん（被相続人）の＜親族関係図＞が下記の

とおりである場合、民法上の相続人および法定相続分の組み合わせとして、正しいものはどれか。なお、

記載のない条件については一切考慮しないこととする。

＜親族関係図＞

五十嵐昌彦

（すでに死亡）

父 母　多恵子

弟　勝也 妹　和美妻　仁絵

１．多恵子　１　　　　勝也　０　　　　　和美　０

２．多恵子　２／３　　勝也　１／１２　　仁絵　１／１２　　和美　１／６

３．多恵子　１／２　　勝也　１／４　　　和美　１／４



－13－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2013.1.27)

問１４

　下記＜資料＞の宅地の借地権（普通借地）について、路線価方式による相続税評価額（計算式を含む）

として、正しいものはどれか。なお、奥行価格補正率は１.０である。また、記載のない条件について

は一切考慮しないものとする。

＜資料＞

［借地権割合］

記号 借地権割合

Ａ ９０％

Ｂ ８０％

Ｃ ７０％

Ｄ ６０％

Ｅ ５０％

Ｆ ４０％

Ｇ ３０％

３００ｍ2１５ｍ

２０ｍ

２００Ｃ

１．　２００千円×３００ｍ2＝６０,０００千円

２．　２００千円×３００ｍ2×７０％＝４２,０００千円

３．　２００千円×３００ｍ2×（１－７０％）＝１８,０００千円



－14－３級 実技試験(資産設計提案業務・2013.1.27)

【第７問】下記の（問１５）～（問２０）について解答しなさい。

＜設例＞

大川誠さんは、株式会社ＴＡに勤務する会社員である。誠さんは、今後の生活設計等について考え

ようと思い、ファイナンシャル・プランナー（ＦＰ）で税理士でもある武井さんに相談をした。な

お、下記のデータはいずれも平成２５年１月１日現在のものである。

＜家族構成（同居親族)＞

氏名 続柄 生年月日 年齢 職業

大川　誠 本人 昭和４５年　５月２４日 ４２歳 会社員

　　　愛 妻 昭和４７年１０月１８日 ４０歳 専業主婦

　　　聡 長男 平成１０年　７月１１日 １４歳 中学生

＜保有資産（時価)＞ （単位：万円）

金融資産

普通預金

定期預金

上場株式

　

５００

３００

１００

生命保険（解約返戻金相当額） １５０

不動産（自宅マンション） ２,５００

その他動産等 ２２０

＜負債残高＞

住宅ローン（自宅マンション）：１,５００万円（債務者は誠さん、団体信用生命保険付き）

＜その他＞

上記以外については、各設問において特に指定のない限り一切考慮しないこととする。



－15－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2013.1.27)

問１５

　ＦＰの武井さんは、大川家のバランスシートを作成した。下表の空欄（ア）にあてはまる金額として、

正しいものはどれか。なお、＜設例＞に記載のあるデータに基づいて解答することとし、＜設例＞に記

載のないデータについては一切考慮しないこととする。

＜大川家のバランスシート＞ （単位：万円）

［資産］ ［負債］

住宅ローン ×××

負債合計 ×××

金融資産

普通預金

定期預金

上場株式

生命保険（解約返戻金相当額）

不動産（自宅マンション）

その他動産等

×××

×××

×××

×××

×××

×××

［純資産］ （　ア　）

資産合計 ××× 負債・純資産合計 ×××

１．　２,１２０（万円）

２．　２,２７０（万円）

３．　３,７７０（万円）

問１６

　誠さんは、定年を迎えた後、その後の５年間の生活資金に退職金の一部を充てようと思っている。仮

に、定年退職後、８００万円を年利１％で複利運用しながら５年間で均等に取り崩すこととした場合、

毎年の生活資金に充てることができる金額として、正しいものはどれか。なお、下記＜資料＞の３つの

係数の中から最も適切な係数を選択して計算することとし、解答に当たっては、万円未満を四捨五入す

ることとする。また、税金や記載のない事項については一切考慮しないこととする。

＜資料：係数早見表（年利１.０％)＞

現価係数 減債基金係数 資本回収係数

５年 ０.９５１４７ ０.１９６０４ ０.２０６０４

※記載されている数値は正しいものとする。

１．　１５２万円

２．　１５７万円

３．　１６５万円



－16－３級 実技試験(資産設計提案業務・2013.1.27)

問１７

　誠さんは、投資信託に関心を持っており、ＦＰの武井さんに質問をした。投資信託に関する武井さん

の次の説明のうち、最も適切なものはどれか。

１．「投資者が間接的に負担する費用として運用管理費用（信託報酬）があり、信託財産の中から所定

の金額が日々差し引かれます。」

２．「投資信託説明書（交付目論見書）の交付は投資信託委託会社が行い、信託財産の運用指図等は投

資信託受託会社が行います。」

３．「投資信託は、預金に準じる金融商品として、投資元金については、１金融機関ごとに１人当たり

合計１,０００万円までであれば預金保険制度により保護されます。」

問１８

　誠さんは、将来受け取る老齢年金について理解をしておきたいと思い、ＦＰの武井さんに質問をした。

老齢基礎年金に関する武井さんの次の説明のうち、正しいものはどれか。

１．「老齢基礎年金については、学生納付特例制度による国民年金の保険料免除期間は受給資格期間に

算入されますが、追納しなければ年金額には反映されません。」

２．「老齢基礎年金を受給するためには、原則として、国民年金の保険料納付済期間と合算対象期間（カ

ラ期間）を合計した期間が２０年以上あることが必要です。」

３．「老齢基礎年金の支給繰上げの請求をした場合、年金額は繰上げ月数１ヵ月当たり０.７％減額され、

減額された年金が一生涯にわたり支給されます。」



－17終－ ３級 実技試験(資産設計提案業務・2013.1.27)

問１９

　誠さんの公的年金加入歴は下記のとおりである。仮に、誠さんが現時点（４２歳）で死亡した場合、

誠さんの死亡時点において妻の愛さんに支給される公的年金の遺族給付に関する次の記述のうち、最も

適切なものはどれか。なお、誠さんは、入社時（２３歳で入社）から死亡時まで厚生年金保険に加入し

ているものとし、遺族給付における生計維持要件は満たされているものとする。

国民年金
（保険料納付済）

厚生年金保険

▲
２０歳

▲
２３歳

▲
４２歳

１．遺族基礎年金と遺族厚生年金が支給される。

２．遺族厚生年金と中高齢寡婦加算額が支給される。

３．遺族基礎年金と遺族厚生年金と寡婦年金が支給される。

問２０

　誠さんは、不慮の事故によるケガで平成２４年１０月に２３日間入院をして治療を受けた。その際の

病院への支払いが高額であったため、健康保険の高額療養費制度を利用した。この入院についての平成

２４年１０月の健康保険適用分の自己負担額が３０万円（総医療費１００万円）であった場合、最終的

な誠さんの負担金額として、正しいものはどれか。なお、誠さんは、全国健康保険協会管掌健康保険の

被保険者で、所得区分は「一般」である。

＜７０歳未満の者：医療費の自己負担限度額（１ヵ月当たり)＞

所得区分 医療費の自己負担限度額

上位所得者 １５０,０００円＋（総医療費－５００,０００円）×１％

一般 　８０,１００円＋（総医療費－２６７,０００円）×１％

低所得者 ３５,４００円

※多数該当については考慮しない。

１．　　８７,４３０円

２．　２１２,５７０円

３．　２１９,５７０円


